
最終取りまとめ 骨子（案） 

１．日本におけるＷｉ－Ｆｉ整備の現状 
 （１）Wi-Fi整備の必要性  →Wi-Fiの特徴、訪日外国人の評価、諸外国との比較、Wi-Fi導入の効果等 

 （２）Wi-Fiの普及状況   →主な商業施設・観光拠点・防災拠点等の普及状況、今後の課題等 

２．２０２０年に向けたWi-Fi整備のロードマップ 
 （１）Wi-Fi整備の基本的な考え方 →整備対象の考え方、施設所有者への働きかけ、自治体による整備の促進等 

 （２）整備対象箇所の概要  →整備対象箇所の規模、必要な予算額等 

 （３）既設APとの連携のあり方 →民間事業者による既設ＡＰの活用策の検討 

 （４）Wi-Fi整備の支援策  →総務省の補助金、地方創生の交付金、観光庁の支援施策等 

 （５）東京五輪への対応   →東京五輪に向けた官民連携施策（多言語化、高密度Wi-Fi、東京と地方のイベント連携等） 

 （６）2020年に向けたロードマップ  →ロードマップ策定、ＰＤＣＡの体制等 

３．統一的な広報と認証手続の簡素化 
 （１）統一的な広報のあり方  →「無料公衆無線LAN整備促進協議会」の「周知広報PT」の検討結果を反映 

 （２）認証手続の簡素化   →「無料公衆無線LAN整備促進協議会」の「認証連携PT」の検討結果を反映 

４．自治体Wi-Fiの整備・利活用のチェックポイント（留意事項） 
 （１）自治体Wi-Fiとは 
 （２）自治体Wi-Fiの整備・運用について  資料５－５を挿入 

 （３）自治体Wi-Fiの利活用促進について 
 

【参考資料】 
 「自治体業務におけるWi-Fi利活用ガイドブック（仮称）」（APPLIC作成） 
 参考データ一式（海外の状況、主な先行事例等を含む） 
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